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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に収容空間を形成する角筒状の胴部と、
　この胴部に接続し前記収容空間の下面を覆う底部と、
　前記胴部の第１上辺に位置する第１接続部で前記胴部に接続し、前記収容空間の上面を
覆う内蓋部と、
　前記第１上辺と交差する第２上辺に位置する第２接続部で前記胴部に接続し、前記内蓋
部と重ね合わせ可能な外蓋部とを備え、
　前記外蓋部には、周縁部に外蓋差込片を設け、
　前記内蓋部には、
　前記胴部の上端周縁に設けられた内蓋用差込口に差し込まれる内蓋差込片と、
　前記第２接続部の対向位置に、廃棄書類を投入可能な投入口を形成する折返し部とを設
けたことを特徴とする箱。
【請求項２】
　前記折返し部には、前記内蓋差込片が形成された端辺に折返し差込片が設けられており
、
　前記胴部の上端周縁には、前記折返し差込片が挿し込まれる折返し部用差込口が設けら
れていることを特徴とする請求項１に記載の箱。
【請求項３】
　前記胴部において、前記第２接続部と対向する第３上辺に配置された第３接続部を介し
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て、前記胴部と接続する側面部を更に備え、
　前記第３接続部には、前記外蓋差込片を挿入する外蓋用差込口が設けられていることを
特徴とする請求項１又は２に記載の箱。
【請求項４】
　前記胴部において、前記第１接続部と対向する第４上辺に配置された第４接続部を介し
て、前記胴部と接続し、前記内蓋用差込口が形成される差込口形成部を更に備え、
　前記外蓋部は、前記外蓋用差込口に挿入可能な外蓋第１差込片と、この外蓋第１差込片
が設けられた端辺とは異なる端辺に設けられた外蓋第２差込片とを備え、
　前記差込口形成部には、前記外蓋第２差込片を差し込む第２外蓋用差込口が形成されて
いることを特徴とする請求項３に記載の箱。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載の箱を用いて、廃棄書類の溶解処理を行なう方法であ
って、
　前記箱の前記外蓋部を開放し、前記胴部の上端部を内蓋部で覆い、
　前記内蓋部の内蓋差込片を内蓋用差込口に差し込み、前記折返し部を折返して投入口を
形成した状態で、前記廃棄書類を前記投入口から前記収容空間内に挿入し、
　前記収容空間内への廃棄文書の挿入が終了した場合には、前記折返し部で前記投入口を
覆い、前記内蓋部の上に重なるように前記外蓋部を閉じた状態で前記箱を搬送し、前記箱
を溶解処理することを特徴とする溶解処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機密性が高い廃棄書類を収容する箱及び溶解処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　機密性が高い書類を廃棄するために、段ボール等の紙製の箱に書類を収容し、溶解処理
施設に搬送して、箱に収容したまま書類の溶解処理を行なうことがある。ここで、廃棄書
類を箱に収容した場合には、配送する前に密閉作業を行なう。そこで、廃棄書類を密閉す
る箱が検討されている（例えば、特許文献１，２参照。）。
【０００３】
　特許文献１に記載の箱は、段ボールなどの厚紙からなり、箱の前後となる長側壁と、左
右となる短側壁とを連設し、長側壁の端部に糊代を設け、各側壁の下縁に底フラップを連
設する。そして、両長側壁の上縁に外内蓋フラップ、両短側壁上縁に内側重合壁をそれぞ
れ設ける。更に、外蓋フラップの３辺に差込片が設けられ、この差込片が挿入するスリッ
トが、長側壁の上縁及び両短側壁の上縁にそれぞれ形成される。
【０００４】
　特許文献２に記載の箱には、内蓋の周縁部に投入口が設けられる。機密書類は、投入口
を介して収容空間内へ投入される。投入口は、内蓋の上面に重ね合わせた外蓋で閉鎖され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３０２２５２号公報
【特許文献２】特開２０１０－２６０５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載の箱では、上蓋となる内蓋フラップ及び外蓋フラップを、外側に折っ
た状態で、廃棄書類を収容空間に投入する。このため、廃棄書類の収容時に、内蓋フラッ
プ及び外蓋フラップが邪魔になる。
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【０００７】
　また、特許文献２に記載の箱では、投入口と対向する位置の胴部に外蓋を接続し、外蓋
の差込片の差込口が投入口として用いられる。このため、廃棄書類を収容し易くするため
に投入口を大きくすると、投入口から箱の中身が見え易くなり、密閉性が低下することに
なる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決する箱は、内部に収容空間を形成する角筒状の胴部と、この胴部に接続
し前記収容空間の下面を覆う底部と、前記胴部の第１上辺に位置する第１接続部で前記胴
部に接続し、前記収容空間の上面を覆う内蓋部と、前記第１上辺と交差する第２上辺に位
置する第２接続部で前記胴部に接続し、前記内蓋部と重ね合わせ可能な外蓋部とを備え、
前記外蓋部には、周縁部に外蓋差込片を設け、前記内蓋部には、前記胴部の上端周縁に設
けられた内蓋用差込口に差し込まれる内蓋差込片と、前記第２接続部の対向位置に、廃棄
書類を投入可能な投入口を形成する折返し部とを設ける。
【０００９】
　また、上記課題を解決する溶解処理方法は、内部に収容空間を形成する角筒状の胴部と
、この胴部に接続し前記収容空間の下面を覆う底部と、前記胴部の第１上辺に位置する第
１接続部で前記胴部に接続し、前記収容空間の上面を覆う内蓋部と、前記第１上辺と交差
する第２上辺に位置する第２接続部で前記胴部に接続し、前記内蓋部と重ね合わせ可能な
外蓋部とを備え、前記外蓋部には、周縁部に外蓋差込片を設け、前記内蓋部には、前記胴
部の上端周縁に設けられた内蓋用差込口に差し込まれる内蓋差込片と、前記第２接続部の
対向位置に、廃棄書類を投入可能な投入口を形成する折返し部とを設けた箱を用いる。そ
して、この箱の前記外蓋部を開放し、前記胴部の上端部を内蓋部で覆い、前記内蓋部の内
蓋差込片を内蓋用差込口に差し込み、前記折返し部を折返して投入口を形成した状態で、
前記廃棄書類を前記投入口から前記収容空間内に挿入し、前記収容空間内への廃棄文書の
挿入が終了した場合には、前記折返し部で前記投入口を覆い、前記内蓋部の上に重なるよ
うに前記外蓋部を閉じた状態で前記箱を搬送し、前記箱を溶解処理する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、廃棄書類を容易に投入し、搬送時に密閉性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態における箱を説明する説明図であって、（ａ）は前上方斜めからの斜視
図、（ｂ）は後上方斜めからの斜視図、（ｃ）は底面図。
【図２】実施形態における箱を説明する説明図であって、（ａ）は箱の展開図、（ｂ）は
展開状態の側面図。
【図３】実施形態における箱の組立方法を説明する模式図であって、（ａ）は側面部を折
り畳む途中の状態の斜視図、（ｂ）は側面部を内側に折り畳んだ状態の要部の概略断面図
、（ｃ）は内蓋部で収容空間の上面を覆う途中の斜視図、（ｄ）は投入口を形成する途中
の斜視図、（ｅ）及び（ｆ）は外蓋部を折り返す途中の斜視図。
【図４】実施形態における箱の外蓋部を閉じる方法を説明する模式図であって、（ａ）は
折返し部と外蓋部とを閉じる途中の状態の斜視図、（ｂ）は外蓋部を閉じた状態の斜視図
、（ｃ）は外蓋部を閉じた状態の（ｂ）とは異なる方向からの斜視図。
【図５】変更例における箱を説明する説明図であって、（ａ）は前上方斜めからの斜視図
、（ｂ）は後上方斜めからの斜視図。
【図６】図５に示した箱を説明する説明図であって、（ａ）は箱の展開図、（ｂ）は箱の
展開状態の側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図１～図４を用いて、箱を具体化した一実施形態を説明する。本実施形態では、
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箱は、溶解処理を行なう廃棄書類を収容する溶解処理用箱として説明する。
　図１（ａ）は、本実施形態における箱１０の前上方斜めからの斜視図、図１（ｂ）は、
箱１０の後上方斜めからの斜視図、図１（ｃ）は、箱１０の底部１０ｂを下から見た図で
ある。また、図２（ａ）は、箱１０の展開図、図２（ｂ）は、図２（ａ）の展開状態の箱
１０の側面図である。
【００１３】
　＜箱の全体形状＞
　図１に示すように、箱１０は、横幅Ｗ１、奥行Ｄ１及び高さＨ１の略直方体に形成され
ている。本実施形態では、横幅Ｗ１は約２７４ｍｍ、奥行Ｄ１は、約３５５ｍｍ、高さＨ
１は、約２１５ｍｍである。
【００１４】
　箱１０の内部には、直方体形状の収容空間Ｓ１が区画される。このため、箱１０は、収
容空間Ｓ１を形成する四角筒状の胴部１０ａと、収容空間Ｓ１の下面を覆う底部１０ｂと
を備える。底部１０ｂは、後述する底板部１６～１９が、ほぼ同一面内で組み合うことに
より形成される。
【００１５】
　更に、箱１０は、収容空間Ｓ１の上面を覆う内蓋部３０と、内蓋部３０の上に重なる外
蓋部４０とを備える。内蓋部３０は、接続部３１を介して接続される。この接続部３１（
第１接続部）は、胴部１０ａの上端部（第１上辺）に位置する。内蓋部３０の前方端部の
折返し部３５は、折り曲げられて、内蓋部３０の他の部分の上面に重なり、前方に投入口
を形成する。
【００１６】
　また、外蓋部４０は、接続部４１を介して、胴部１０ａに接続される。接続部４１（第
２接続部）は、接続部３１と直交（直角に交差）する胴部１０ａの上端部（第２上辺）に
位置する。
【００１７】
　図１（ａ）及び図１（ｂ）では、外蓋部４０は、後側に折り曲げられて、その先端部分
は、底部１０ｂの下に配置されている。また、外蓋部４０の外蓋第２差込片４４は、箱１
０から側方に突出する。
【００１８】
　＜箱の各部の詳細＞
　次に、図２を用いて、上述した箱１０の各部の詳細について説明する。この箱１０は、
図２（ｂ）に示すように、厚さｔ１（例えば２ｍｍ程度）の紙製の段ボール１枚で構成さ
れる。
【００１９】
　図２（ａ）に示すように、胴部１０ａは、前側胴部１１、右側胴部１２、後側胴部１３
及び左側胴部１４からなり、これらの順番で連接される。前側胴部１１、右側胴部１２及
び後側胴部１３の縦長さは、箱１０の高さＨ１と同じであり、左側胴部１４の縦長さは、
高さＨ１よりも数ミリ短い。前側胴部１１及び後側胴部１３の横幅は、箱１０の横幅Ｗ１
の長さであり、右側胴部１２及び左側胴部１４の横幅は、箱１０の奥行Ｄ１の長さである
。
【００２０】
　左側胴部１４の中央上部には、シール貼付領域１４ａが印刷される。このシール貼付領
域１４ａは、二点鎖線で示すように、内蓋部３０において後述するスリット３２ｓの折返
し部３５側の端部を覆う位置に整合して配置される。
　また、左側胴部１４には、後側胴部１３の反対側に糊代部１５が接続されている。
【００２１】
　底部１０ｂは、底板部１６，１７，１８，１９により構成される。各底板部１６～１９
は、それぞれ胴部（１１～１４）の下端部に接続される。前側胴部１１及び後側胴部１３
に接続される底板部１６，１８は、同じ略台形形状である。右側胴部１２及び左側胴部１
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４に接続される底板部１７，１９は、同じ形状（下端部中央に略三角形状の切欠き部を有
した略長方形状）である。底板部１７，１９には、折り線１７Ｌ，１９Ｌ１，１９Ｌ２が
設けられている。折り線１７Ｌ，１９Ｌ１によって、接着領域１７ａ，１９ａが区画され
る。
【００２２】
　前側胴部１１の上端部（第３上辺）には、側面部２１が、接続部２２（第３接続部）を
介して接続される。この側面部２１は、箱１０の高さＨ１に対応する長さであり、完成時
には折り曲げられて前側胴部１１と重なることにより、箱１０の前側面を補強する。側面
部２１において、接続部２２に対向する端部は、段付き形状となる。
　接続部２２には、離間して２つの差込口２２ｈ（外蓋用差込口）が形成されている。
【００２３】
　右側胴部１２の上端部（第４上辺）には、差込口形成部２５が、接続部２６（第４接続
部）を介して接続される。差込口形成部２５は、側面部２１から長さＬ２ａだけ離間した
位置に配置される。この長さＬ２ａが投入口の長さＬ３ａより長いため、差込口形成部２
５は、投入口より後方に位置する。
【００２４】
　接続部２６には、後側胴部１３の端部から長さＬ２ｂの位置に、差込口２６ｓが形成さ
れている。この差込口２６ｓは、長さＬ２ｃの切込みであって、第２外蓋用差込口、内蓋
用差込口及び折返し部用差込口として機能する。
【００２５】
　＜外蓋部＞
　後側胴部１３の上端部には、外蓋部４０が、接続部４１を介して接続される。
　外蓋部４０は、本体部と、２つの外蓋第１差込片４３と、外蓋第２差込片４４とからな
る。外蓋第１差込片４３は、本体部の上端部（接続部４１に対向する端部）に接続される
。外蓋第２差込片４４は、本体部の側端部（接続部４１と直交する方向に延在する端部）
に接続される。
【００２６】
　外蓋部４０の本体部は、その短辺が箱１０の横幅Ｗ１に対応し、長辺が奥行Ｄ１に対応
する長方形状である。
　２つの外蓋第１差込片４３は、本体部の上端部に、離間して設けられており、上方に突
出する。各外蓋第１差込片４３は、接続部２２の各差込口２２ｈに挿入可能となる位置及
び大きさで形成される。
【００２７】
　外蓋第２差込片４４は、本体部の側端部の中央付近に配置されており、側方に突出する
。接続部４１から外蓋第２差込片４４の上端部までの距離Ｌ４は、高さＨ１より数ミリ短
い位置に設けられている。この外蓋第２差込片４４は、接続部２６の差込口２６ｓに挿入
可能な位置及び大きさで形成される。
【００２８】
　外蓋部４０の本体部の外蓋第１差込片４３側には、情報欄４５が設けられている。この
情報欄４５には、サイン欄や発送時チェック欄が含まれる。
　外蓋部４０の本体部には、シール貼付領域４０ａが設けられる。このシール貼付領域４
０ａは、外蓋第２差込片４４が設けられた側端部に対向する側端部に配置され、外蓋部４
０を閉じた状態（収容空間Ｓ１の上面を覆った状態）においてシール貼付領域１４ａと整
合する。
【００２９】
　＜内蓋部＞
　左側胴部１４の上端部には、内蓋部３０が、接続部３１を介して接続される。
　内蓋部３０は、本体部と、上端部（端辺）から上方に突出した内蓋差込片３２及び折返
し差込片３６とを備える。内蓋部３０の本体部は、その短辺が箱１０の横幅Ｗ１に対応し
、長辺は奥行Ｄ１より約１ｍｍ短い長方形状である。
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【００３０】
　内蓋部３０の上端部の中央付近には、内蓋差込片３２が設けられている。内蓋差込片３
２は、差込口２６ｓに挿入可能な位置及び大きさである。この内蓋差込片３２と、内蓋部
３０の本体部との接続部の中央には、スリット３２ｓが設けられている。このスリット３
２ｓの折返し部３５側の端部は、後述する折返し線３４から、折返し部３５の長さＬ３ａ
の位置に設けられる。
【００３１】
　内蓋部３０の本体部において、左端部から長さＬ３ａの位置に、折返し線３４が設けら
れる。折返し線３４上には、離間した２つの切込み３４ｃが設けられている。各切込み３
４ｃは、内蓋部３０の裏面まで貫通している。更に、折返し線３４の内側（収容空間Ｓ１
側）には、切込み３４ｃと連結し、貫通しない切り目が設けられている。そして、折返し
線３４の左側（外蓋部４０の反対側）の領域が、折返し部３５となる。この折返し部３５
の下端部と左側胴部１４との間には、段付きのスリット３１ｓが形成される。このため、
折返し部３５は、左側胴部１４から切り離されている。
　折返し部３５の上端部には、折返し差込片３６が設けられている。幅Ｌ３ｂの折返し差
込片３６は、折返し線３４から距離Ｌ３ｃだけ離れた位置に配置されている。
【００３２】
　＜箱の製造＞
　箱１０を製造する場合、まず、１枚の段ボールを、上述した図２の展開図で示した形状
に切り抜く。そして、糊代部１５を、前側胴部１１の端部の内側に接着させて、環状の胴
部１０ａを形成する。更に、底板部１６の一部と底板部１７の接着領域１７ａとを接着し
、底板部１７の一部と底板部１９の接着領域１９ａとを接着する。そして、折り線１７Ｌ
，１９Ｌ１，１９Ｌ２で折り曲げ、胴部１０ａを角筒状に広げた場合に、底部１０ｂを構
成するように、底板部１６～１９を組み合わせた状態にする。
【００３３】
　＜箱の組立方法＞
　箱１０の使用前には、展開図の状態から２つ折りの状態で保管される。具体的には、後
側胴部１３及び左側胴部１４の上に、前側胴部１１及び右側胴部１２が重なるようにして
２つ折りにされる。この場合、底板部１６～１９を組み合わせた状態で、底部１０ｂを２
つ折りにしておく。
【００３４】
　そして、図３に示すように、保管状態の箱１０を使用する場合、収容空間Ｓ１を形成す
るように、２つ折りの状態から、箱１０の胴部１０ａを角筒状に広げる。これに応じて、
底板部１６～１９は、それぞれ一部が重なって底部１０ｂを構成する。
【００３５】
　図３（ａ）に示すように、角筒状に広げた箱１０の前側胴部１１に連接した側面部２１
を、収容空間Ｓ１側（内側）に折り曲げる。
　ここでは、図３（ｂ）に示すように、側面部２１を、前側胴部１１と重なるまで折り曲
げる。この場合、側面部２１の端部の段付き部に、底部１０ｂの底板部１９の端部が掛止
する。更に、前側胴部１１と側面部２１の上端部に、差込口２２ｈが位置する。
【００３６】
　そして、図３（ｃ）に示すように、接続部２６を折って、差込口形成部２５を収容空間
Ｓ１の上に配置する。この場合、内蓋部３０の端部（右側胴部１２の上端部）に、差込口
２６ｓが位置する。
　更に、接続部３１を折って、内蓋部３０を、差込口形成部２５の上に重ねる。この場合
、内蓋部３０の内蓋差込片３２を、差込口２６ｓに差し込む。
【００３７】
　そして、図３（ｄ）に示すように、内蓋部３０の切込み３４ｃ及び切り目に沿って折返
し線３４を折って、折返し部３５を折返して、内蓋部３０の本体部の中央に重ねる。
【００３８】
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　ここで、折返し差込片３６を、内蓋差込片３２と重なった状態で、差込口２６ｓに差し
込む。そして、差込口２６ｓに差し込まれた折返し差込片３６の端部は、スリット３２ｓ
の端部に係止される。
【００３９】
　その後、図３（ｅ）に示すように、接続部４１を折って、外蓋部４０を後ろ側に折り返
す。
　そして、図３（ｆ）に示すように、外蓋部４０の先端（箱１０の高さＨ１より先の部分
）を折り曲げ、底部１０ｂの下に配置する。
【００４０】
　これにより、図１（ａ）及び図１（ｂ）に示すように、投入口を前方に設けた箱１０が
完成する。そして、投入口から投入された廃棄文書は、箱１０の収容空間Ｓ１に収容され
る。
【００４１】
　＜箱の密閉＞
　その後、箱１０の収容空間Ｓ１が廃棄文書で満たされた場合、箱１０を搬送するために
密閉する。
【００４２】
　図４（ａ）に示すように、この密閉時においては、折返し差込片３６を、差込口２６ｓ
から取り外し、折返し線３４における折り曲げを元に戻して、折返し部３５で投入口を覆
って、投入口を塞ぐ。この場合、折返し差込片３６を、投入口内で、収容空間Ｓ１に収容
された廃棄文書との隙間に差し込む。
【００４３】
　そして、外蓋部４０の先端を底部１０ｂの下から引き出し、接続部４１を反対側に折り
曲げて、外蓋部４０を内蓋部３０の上に重ねる。そして、外蓋部４０の各外蓋第１差込片
４３を、各差込口２２ｈに差し込み、外蓋部４０の外蓋第２差込片４４を、差込口２６ｓ
に差し込む。
【００４４】
　この場合、図４（ｂ）に示すように、差込口２６ｓには、外蓋部４０の外蓋第２差込片
４４及び内蓋部３０の内蓋差込片３２が重なって挿入される。
　図４（ｃ）に示すように、外蓋部４０のシール貼付領域４０ａと、左側胴部１４のシー
ル貼付領域１４ａとを整合させて、この位置に、封印シールを貼付する。
【００４５】
　この場合、投入口を覆った折返し部３５の上には、外蓋部４０の情報欄４５が配置され
る。この情報欄４５のサイン欄や発送時チェック欄に、発送時のサインやチェックを行な
う。そして、密閉された箱１０を、溶解処理施設に搬送する。
【００４６】
　本実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）本実施形態では、内蓋部３０には、接続部３１と直交する方向で、外蓋部４０の
反対の端部に、折返し部３５が形成される。この折返し部３５を折り返すことにより投入
口が形成され、元に戻すことにより投入口を覆う。これにより、廃棄書類を収容する際に
は、投入口を前面側に配置できる。また、投入口を大きくしても、この投入口を内蓋部３
０の折返し部３５及び外蓋部４０の両方で覆うので、収容した廃棄書類の密閉性を高める
ことができる。
【００４７】
　（２）本実施形態の折返し部３５は、折返し差込片３６を備える。折返し部３５を折り
返した際に、折返し差込片３６を差込口２６ｓに差し込むことにより、折返し部３５を折
り返して投入口を開放状態に維持することができる。
【００４８】
　（３）本実施形態では、側面部２１を前側胴部１１と重なるように折り曲げることによ
り、差込口２２ｈを前側胴部１１の上端部に配置する。これにより、前側胴部１１の上端
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部で、外蓋部４０の外蓋第１差込片４３を差込口２２ｈに差し込むことができる。
【００４９】
　（４）本実施形態では、外蓋部４０の差込片（４３，４４）を、前側胴部１１の差込口
２２ｈと右側胴部１２の差込口２６ｓに差し込む。これにより、外蓋部４０を前側及び右
側で固定するので、収容空間Ｓ１の上面を、より確実に覆うことができる。
【００５０】
　（５）本実施形態では、箱１０を、段ボール１枚で構成する。これにより、効率的に箱
１０を作成することができる。
　（６）本実施形態では、折返し線３４上に切込み３４ｃを設ける。これにより、折返し
線３４において、効率的に折返し部３５を折り返すことができる。
【００５１】
　本実施形態は、以下のように変更して実施することができる。本実施形態及び以下の変
更例は、技術的に矛盾しない範囲で互いに組み合わせて実施することができる。
　・上記実施形態では、箱１０の高さＨ１を、横幅Ｗ１や奥行Ｄ１よりも低くした。箱の
高さはこれに限定されるものではない。
【００５２】
　図５及び図６に示す箱６０のように、高さＨ２を、横幅Ｗ１や奥行Ｄ１よりも高くして
もよい。図５（ａ）及び図６（ａ）に示すように、箱６０は、胴部６０ａを構成する前側
胴部６１、右側胴部６２、後側胴部６３及び左側胴部６４と、前側胴部６１と重なる側面
部６６の長さ、糊代部６５の長さ以外は、上記第１実施形態の箱１０の構成とほぼ同様で
ある。図６（ｂ）に示すように、この箱６０は、箱１０と同様に、厚さｔ１の紙製の段ボ
ール１枚で形成される。箱６０は、箱１０よりも多量の廃棄書類を収容することができる
。また、この箱６０の外蓋部４０には、接続部４１から長さＬ６分の位置に曲げ線４２が
設けられている。図５（ｂ）に示すように、この曲げ線４２は、箱６０の利用時に、外蓋
部４０を折り曲げる位置を示す線である。
　更に、箱の高さＨ１、横幅Ｗ１、奥行Ｄ１の比率も、箱１０，６０の比率に限定されな
い。例えば、横幅Ｗ１を奥行Ｄ１より長くしてもよい。
【００５３】
　・上記実施形態では、外蓋部４０は、本体部の上端部に接続する外蓋第１差込片４３と
、本体部の側端部に接続する外蓋第２差込片４４とを備える。外蓋部４０の差込片（４３
，４４）の数や配置は、これらに限定されない。例えば、外蓋第１差込片４３を１つや３
つ以上にしてもよい。更に、外蓋第２差込片４４を複数設けてもよい。また、接続部３１
に差込口を設け、この差込口に差し込む差込片を、外蓋部４０に設けてもよい。
【００５４】
　・上記実施形態では、差込口形成部２５が右側胴部１２と接続する接続部２６には、内
蓋差込片３２及び折返し差込片３６が挿し込まれる差込口２６ｓを設けた。接続部２６に
設ける差込口は、１つに限定されない。例えば、接続部２６に複数の差込口を設け、各差
込口に、内蓋差込片３２及び折返し差込片３６をそれぞれ差し込んでもよい。更に、折返
し差込片３６を差し込む差込口を、接続部２６ではなく内蓋差込片３２に設けてもよい。
また、折返し部３５に折返し差込片３６を設けなくてもよい。この場合、折返し部３５の
折返し状態を保持するために、折返し部３５の上面に仮止め用の接着面を設けてもよい。
【００５５】
　・上記実施形態の箱１０では、内蓋部３０を左側胴部１４に接続し、外蓋部４０を後側
胴部１３に接続した。内蓋部３０及び外蓋部４０の配置はこれに限定されない。例えば、
内蓋部３０を右側胴部１２に接続し、差込口形成部２５を左側胴部１４に接続させてもよ
い。
【符号の説明】
【００５６】
　Ｄ１…奥行、Ｈ１，Ｈ２…高さ、Ｌ４…距離、Ｓ１…収容空間、ｔ１…厚さ、Ｗ１…横
幅、Ｌ２ａ，Ｌ２ｂ，Ｌ２ｃ，Ｌ３ａ，Ｌ６…長さ、Ｌ３ｂ…幅、Ｌ３ｃ…距離、１０，
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６０…箱、１０ａ，６０ａ…胴部、１０ｂ…底部、１１，６１…前側胴部、１２，６２…
右側胴部、１３，６３…後側胴部、１４，６４…左側胴部、１４ａ，４０ａ…シール貼付
領域、１５，６５…糊代部、１６，１７，１８，１９…底板部、１７ａ，１９ａ…接着領
域、１７Ｌ，１９Ｌ１，１９Ｌ２…折り線、２１，６６…側面部、２２，２６，３１，４
１…接続部、２２ｈ，２６ｓ…差込口、２５…差込口形成部、３０…内蓋部、３１ｓ，３
２ｓ…スリット、３２…内蓋差込片、３４…折返し線、３４ｃ…切込み、３５…折返し部
、３６…折返し差込片、４０…外蓋部、４２…曲げ線、４３…外蓋第１差込片、４４…外
蓋第２差込片、４５…情報欄。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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